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国
歌
清
聴
に
続
き
、
新
た

に
昨
年
７
月
１
日
か
ら
今
年

８
月
31
日
ま
で
の
間
に
公
務

で
亡
く
な
ら
れ
た
35
隊
員
の

名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、

浜
田
大
臣
が
35
柱
の
名
簿
を

奉
納
。
陸
自
３
０
２
保
安
警

務
中
隊
に
よ
る
特
別
儀
仗
隊

が
捧
げ
銃
、
陸
自
中
央
音
楽

隊
が
「
国
の
鎮
め
」
を
演
奏

す
る
中
、
参
列
者
全
員
が
拝

礼
、
黙
祷
し
た
。

追
悼
の
辞
で
岸
田
首
相
は

「
安
全
保
障
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
わ
が
国
の
領
土
、

領
海
、
領
空

を
断
固
と
し

て
守
り
抜
く
、

そ
の
強
い
覚

悟
を
も
っ
て
、

職
務
の
遂
行

に
全
身
全
霊

を
捧
げ
た
殉

職
隊
員
は
、

わ
が
国
の
誇

り
で
す
。
そ

の
よ
う
な
隊

員
を
失
っ
た

こ
と
は
、
自

衛
隊
の
み
な

ら
ず
、
わ
が
国
に
と
っ
て
、

大
き
な
痛
手
で
あ
り
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
御
家
族
を

失
わ
れ
た
御
遺
族
の
皆
様
は
、

今
な
お
大
変
つ
ら
い
思
い
を

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

御
遺
族
の
深
い
悲
し
み
を
思

う
と
、
悲
痛
の
念
に
堪
え
ま

せ
ん
。
国
民
の
命
と
暮
ら
し

を
断
固
と
し
て
守
り
抜
き
、

地
域
と
世
界
の
平
和
と
安
定

に
貢
献
す
る
た
め
全
力
を
尽

く
す
こ
と
を
、
改
め
て
誓
い

ま
す
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
浜
田
大
臣
は
「
御

霊
は
立
派
に
使
命
を
果
た
し
、

こ
の
国
の
た
め
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
私
ど
も
は
そ
の
姿

と
名
前
を
心
に
刻
み
、
前
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。
御
霊
の

ご
功
績
を
永
く
顕
彰
し
、
ご

遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
国
民
の

生
命
・
財
産
、
わ
が
国
の
領

土
・
領
海
・
領
空
を
断
固
と

し
て
守
り
抜
く
た
め
、
全
身

全
霊
で
取
り
組
む
こ
と
を
お

誓
い
し
ま
す
」
と
追
悼
の
辞

を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
献
花
に
移
り
、

献
花
台
に
岸
田
首
相
、
浜
田

大
臣
、
遺
族
に
続
い
て
遺
族

会
の
関
係
者
、
防
衛
省
・
自

衛
隊
幹
部
の
順
に
白
菊
を
手

向
け
、
最
後
に
遺
族
を
代
表

し
て
故
西
川
路
天
斗
２
等
海

曹
の
妻
・
純
女
さ
ん
が
挨
拶

を
述
べ
、
弔
銃
と
と
も
に
追

悼
式
は
終
了
し
た
。

自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式

は
、
任
務
遂
行
中
に
不
幸
に

し
て
職
に
殉
じ
た
隊
員
を
追

悼
す
る
た
め
に
、
防
衛
大
臣

の
主
催
に
よ
り
、
自
衛
隊
記

念
日
行
事
の
一
環
と
し
て
昭

和
32
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
は
昨
年
、
一
昨

年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、

来
賓
（
歴
代
防
衛
大
臣
等
）

の
参
列
を
取
り
や
め
、
参
列

者
を
遺
族
と
現
職
に
限
定
し
、

例
年
の
半
分
以
下
に
規
模
を

縮
小
し
て
実
施
さ
れ
た
。

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

１
万
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

柴
原
弘
明

様

１
万
円

群群
馬馬
県県
会会
員員

松
本
幸
雄

様

１
万
円

（
11
月
30
日
現
在
）

浜浜
田田
防防
衛衛
大大
臣臣
3355
柱柱
をを
奉奉
納納

自自
衛衛
隊隊
殉殉
職職
隊隊
員員
追追
悼悼
式式

厳厳
粛粛
にに
挙挙
行行

「「
職職
務務
のの
遂遂
行行
にに
全全
身身

全全
霊霊
をを
捧捧
げげ
たた
皆皆
様様
はは
、、

我我
がが
国国
のの
誇誇
りり
」」

岸岸
田田
首首
相相

「「
御御
霊霊
のの
ごご
功功
績績
をを
永永

くく
顕顕
彰彰
しし
、、
ごご
遺遺
志志
をを

受受
けけ
継継
ぐぐ
」」浜浜

田田
防防
衛衛
大大
臣臣

追悼の辞を述べる浜田防衛大臣（防衛省 SNS）

英霊に捧げ銃を行う陸自 302 保安警務中隊（防衛省 SNS）

令
和
４
年
度
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式
が
11
月
５

日
、
防
衛
省
慰
霊
碑
地
区
で
行
わ
れ
、
新
た
に
祀
ら
れ

た
御
霊
35
柱
（
陸
16
柱
、
海
15
柱
、
空
４
柱
）
の
殉
職

隊
員
の
遺
族
を
は
じ
め
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
、
浜
田

防
衛
大
臣
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
高
級
幹
部
ら
約
１
８

０
名
が
参
列
し
、
警
察
予
備
隊
創
設
以
来
の
殉
職
隊
員

２
０
５
４
柱
（
陸
１
１
０
２
柱
、
海
４
８
５
柱
、
空
４

３
６
柱
、
そ
の
他
31
柱
）
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

11
月
８
日
、
海
自
那
覇
航

空
基
地
か
ら
第
５
航
空
群

（
群
司
令
・
降
旗
琢
丸
海

将
補
）
を
基
幹
と
し
て
、

ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
に

派
遣
さ
れ
る
第
50
次
派
遣
海

賊
対
処
行
動
航
空
隊
（
司
令
・

平
川
元
気
２
等
海
佐
）
Ｐ
ー

３
Ｃ
×
２
機
が
、
基
地
所
属

隊
員
、
隊
員
家
族
及
び
約
40

名
の
協
力
団
体
（
沖
縄
県
隊

友
会
７
名
を
含
む
）
の
見
送

り
の
中
出
発
し
た
。

統
幕
に
よ
れ
ば
、
11
月

15
日
現
在
、
２
０
０
９
年
以

来
の
派
遣
海
賊
対
処
行
動
航

空
隊
の
累
計
飛
行
時
間
は
２

万
１
６
８
０
時
間
で
、
護
衛

艦
、
諸
外
国
の
艦
艇
等
及
び

民
間
商
船
へ
の
情
報
提
供
は

累
計
１
万
５
８
１
７
回
に
及

ぶ
。
ま
た
、
第
49
次
派
遣
海

賊
対
処
行
動
航
空
隊
（
第
２

航
空
群
基
幹
）
は
11
月
15
日

及
び
16
日
に
海
自
八
戸
航
空

基
地
に
帰
還
し
た
。

出
発
に
先
立
つ
11
月
２
日
、

沖
縄
県
隊
友
会
（
会
長
・
平

田
喜
彦
）
は
第
５
航
空
群
司

令
部
を
訪
問
し
、
降
旗
群
司

令
に
、
隊
友
会
か
ら
の
激
励

品
を
贈
呈
し
た
。

派派遣遣海海賊賊対対処処行行動動

がが出出国国
第第
5500
次次

11
月
８

日
、
モ
ン

ゴ
ル
と
日

本
が
外
交

関
係
を
開

設
し
て
50

周
年
の
節

目
に
、
モ

ン
ゴ
ル
軍

人
協
会
の

ト
ー
ゴ
ー
事
務
総
長

（
元
モ
ン
ゴ
ル
軍
参
謀

総
長
）
ほ
か
４
名
が
来
日

し
、
折
木
理
事
長
、
德
地
常

務
理
事
、
齊
藤
常
務
理
事
、

太
田
理
事
及
び
藤
井
事
務
局

長
と
初
め
て
の
親
善
会
合
を

実
施
し
た
。

冒
頭
、
折
木
理
事
長
か
ら
、

「
モ
ン
ゴ
ル
と
わ
が
国
と
は
、

普
遍
的
価
値
を
共
有
す
る
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

陸
軍
及
び
空
軍
レ
ベ
ル
の
能

力
支
援
事
業
等
を
通
し
た
防

衛
交
流
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

現
役
を
支
え
る
立
場
と
し
て
、

関
係
を
深
め
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
」
と
の
歓
迎
挨
拶
で

は
じ
ま
り
、
ト
ー
ゴ
ー
事
務

総
長
か
ら
は
、
モ
ン
ゴ
ル
軍

人
協
会
の
概
要
説
明
の
後

「
今
後
、
日
本
及
び
韓
国
と

の
関
係
構
築
を
望
ん
で
い

る
」
と
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
和
や
か
な
中
で

会
話
が
は
ず
み
、
約
１
時

間
半
に
わ
た
る
会
合
は
終

了
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
軍
人
協
会
事
務
総
長
が
来
日

折
木
理
事
長
と
会
談

航航空空隊隊

激励品を贈呈する平田会長

トーゴー事務総長と親善の握手を
交わす折木理事長

親善会合（グランドヒル市ヶ谷）

隊
友
会
が
激
励

隊
友
会
理
事

加
瀬
英
明
氏
ご
逝
去

11
月
15
日
、
隊
友
会
理
事
の
加
瀬
英
明
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

加
瀬
氏
は
平
成
28
年
６
月
に
理
事
に
就
任
さ
れ
、
隊
友
紙
「
時
の
動
き
」

に
も
平
成
29
年
か
ら
５
回
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
瀬
理
事
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

異
例
の
頻
度
で
ミ
サ
イ

ル
発
射
を
繰
り
返
す
北
朝

鮮
、
東
シ
ナ
海
や
南
シ
ナ

海
で
力
に
よ
る
一
方
的
な

現
状
変
更
の
試
み
を
続
け

る
中
国
、
身
勝
手
な
理
由

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略
し

核
に
よ
る
恫
喝
に
ま
で
踏

み
込
む
ロ
シ
ア
、
い
ず
れ

も
わ
が
国
の
隣
国
で

す
。
戦
後
最
悪
と
も

言
わ
れ
る
一
段
と
厳

し
さ
を
増
す
安
全
保

障
環
境
の
下
、
政
府

は
、
年
末
ま
で
に
国

家
安
全
保
障
戦
略
、

防
衛
大
綱
及
び
中
期

防
衛
力
整
備
計
画
な

ど
い
わ
ゆ
る
３
文
書

を
改
定
す
る
予
定
で

す
。
改
定
に
あ
た
っ

て
は
、
自
衛
目
的
で

敵
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

基
地
な
ど
を
攻
撃
す

る
「
反
撃
能
力
」
の

保
有
を
明
記
す
る
方
向
で

詰
め
の
協
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

反
撃
能
力
の
具
体
的
な

手
段
と
し
て
想
定
さ
れ
る

の
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

「
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
」

を
改
良
し
長
射
程
化
し
た

も
の
の
導
入
や
、
巡
航
ミ

サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」

等
の
購
入
で
す
。
主
要
装

備
の
国
産
化
の
方
針
か
ら
、

12
式
の
改
良
は
も
ち
ろ
ん

必
要
で
す
が
、
北
朝
鮮
が

ミ
サ
イ
ル
発
射
技
術
を
急

速
に
進
展
さ
せ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
反
撃

能
力
を
早
期
に
確
保
す
る

た
め
、
実
績
が
あ
り
売
却

先
が
限
定
さ
れ
て
い
る

（
現
在
は
英
国
の
み
）
米

国
製
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
の

導
入
も
考
慮
す
べ
き
で
し
ょ

う
。長

射
程
ミ
サ
イ
ル
の
使

用
が
想
定
さ
れ
る
「
反
撃

能
力
」
の
行
使
に
際
し
て
、

最
も
重
要
な
機
能
は
、
地

上
の
軍
事
施
設
や
車
両
、

海
上
の
艦
艇
な
ど
の
位
置

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
す
る
能
力
で
す
。
現

有
の
哨
戒
機
や
情
報
収
集

機
に
加
え
、
無
人
機
や
、

多
数
の
小
型
衛
星
を
低
高

度
の
周
回
軌
道
に
打
ち
上

げ
一
体
的
に
運
用
す

る
「
衛
星
コ
ン
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ

て
、
宇
宙
空
間
も
含

め
安
定
的
に
目
標
を

把
握
で
き
る
態
勢
を

整
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
「
衛
星
コ
ン

ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
特
定
地
点
を
高

い
頻
度
で
観
察
で
き

る
た
め
、
発
射
台
を

備
え
た
車
両
や
艦
艇

な
ど
、
相
手
部
隊
の

動
向
を
こ
ま
め
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
の
状
況
等
を
考

え
る
と
、
で
き
る
限
り
早

期
に
反
撃
能
力
の
行
使
に

必
要
な
機
能
と
十
分
な
数

の
ミ
サ
イ
ル
を
装
備
す
べ

き
で
す
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
佐佐
藤藤
誠誠
））

さ

と

う

ま
こ
と

反反撃撃能能力力のの保保有有ににつついいてて

◆モンゴル軍人協会とは、退職軍人な
どを主体に組織され、社会サービスな
どに活動する非政府組織。

令和４年12月15日
第824号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/

トンガ王国国際緊急援助活動で派遣され た隊員の皆様
新型コロナワクチン大規模接種会場で活動されている隊員の皆様

本当にお疲れ様です

新型コロナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様及び
ウクライナ支援（人道支援物資空輸）で活動した隊員の皆様

本当にお疲れ様です

台風 14 号及び 15 号による大雨に係る災害派遣で活動した隊員の
皆様、新型コロナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

鳥インフルエンザに係る災害派遣で活動した、または活動中の隊員
の皆様、新型コロナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細


